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22.バリウム性複膜炎の 1例
。永野耕土，鈴木{申典(長野県立問I者〉
生来，纏康な68歳，女性でまちるが，胃集検を受けた 3
日後，突然下援部痛と共にショック症状を呈して来院。
発熱，白血球増多，横隔膜下自由ガス， Niveau像が認
められず謂援に爵藷したが， X線における持徴的な腸管
外ドリウム陰影の存在にて開腹手術強行。 S字結腸穿孔
によるパリウム性況発性腹膜炎。渡E室内洗糠， Hartmann 
法， s字結腸人工区円造設， ドレーン蜜置す。術後経過
良好で、あったが，手衝後 9 Sel.脳卒中;こて死立。 
23.千葉大学救急部の現況
。庵原昭一，花輪孝雄，林田和岳
西元徹志 (千大・救急、部)
昭和54年10月に文部省の認可を受け， 55年6月より病
室 4沫で24詩間体制で 56年10月末までに 260拐jの救急・
重症例を収容した。 56年 5月末までの 183倒では 83%が
外科系， 17%が内科系で，入室経蕗は， (1)直接外来よ
り， (2)各科病室や手術場より緊急入室， (3)街直後の
予定重症例，などで全平均128時間在室し， 13例が死亡。
この l年半の時間外・休日来院は4888例で，この32%は
即日本続再に入院し， 21%は救急車を利用。 
24.当教室における最近 1年需の締結診症例について 
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1980年11月から1981年10月までの 1年間の細胞診総症
例は751例である。乳線，甲状腺，リンパ節などの一般細
胞診は計374倒で， そのうち良性例246併で辻，正診226
例 (92弘)，誤陽性2担iクラスill7例，検体不良11例で
あり，悪性例128傍で比正診119例 (93%)，誤陽性0，
クラスill3例，検体不良 6供jであった。この他リンパ節
の結抱診，街中細抱診，肝・ a!l・ 2草の組組診について詳
絡に検討し報告した。 
25.食道静脈撞に対する経皮経肝的静脈窪塞栓街の経
験
。小久保茂樹，山崎武，鈴木秀
堀中悦夫，田代亜彦，斉藤典男
塚本陣I}，予良紀 (千大〉
エコーガイドによる PTP(0)は安全かっ確実な方法
であり計10例に行なっており，内 6例に PTOを施行し
た。これまでに重第な合併症はないが，再開通を 2例み
ており， PTO後も再出血のおそれのある場合にはく予
返し PTOを行なう方針である。また肝硬変症では右薬
萎繕の著拐な例もあり， PTOが不可能の事もある。こ
のような症例に対しては，最近内視鏡的硬化療法を行な
っており，きわめて有効主方詮と考えられる。 
26. ヒト腹部小勤続の機械的特性について
。升田吉雄，福田康一部〈千大・ 2生理〉
腹部外科手箭中に得られた，ヒト腹部小動訴の収額運
動を観察し， 物理的及び北学的刺激下(拾却・復温， 
Norepinephrine，K+説分極〉及び非稿激下において，
不競馬な微小告発収縮を記録し得た。この微小収縮は，
冷却により抑制され，復温によ予回復した。 Norepinep-
hrine， K+脱分握は，この微小収縮を増大させ，その一
部を同期化させた。この微小島発収縮は，血管壁の緊張
経持に関与している事が示唆された。 
27.交叉熱電対法による詩組織血流の研究
。石毛賠男，小林純(千大〉
萩原弥四郎 (罰・神薬〉
熱電効果を応用した組織血涜の持続的灘定法によ担肪
局所，血流を測定し，その薬理学的検討を行った。ネコ
を人工呼吸下に関絢し，組織血流測定素子を姉表面に装
著した。各署重の薬剤を静注又は賄動脈より動注した。セ
ロトニンとヒスタミンは亘接作用として姉血流を誠少
させることがわかった。一方，葉気管支を閉塞させる
と，血流は減少し他棄の血流が増加した。 Hypoxic 
vasoconstriction による血流の再百三分が行なわれたもの
と考えられる。 
28.中桂作用薬のミニコンピューターによる挺波学的
解析
石}lI稔生〈千大・著護学部〉
中枢作用薬の動物脳設におよぽす影響を最性電極撞え
